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 【2024年政策・制度要求】 

総務省から回答を受け、意見交換を行う！ 
交運労協は、４月11日10時30分より、中央合同庁舎第２号館11階会議室において

「2024年政策・制度要求」について総務省から回答を受けた。総務省（自治行政局選

挙部管理課、自治税務局市町村税課、総合通信基盤局、情報流通行政局、消防庁危険

物保安室）から７名、交運労協から鈴木副議長（全港湾中央執行委員長）をはじめ８

名が出席するとともに、政策推進議員懇談会の道下大樹衆議院議員にも同席いただい

た。 

   
 

冒頭、慶島事務局長は、「2019年までは事前に要求をお渡し、対面にて回答と意見

交換をさせていただく形であったが、2020年からのコロナ禍では書面でのやり取りで

あった。５年ぶりにこういった対面の形となった。書面で回答いただくだけではなく

その後の意見交換をさせていただくのが貴重な場であると認識している。政策・制度

要求は企業内での労使関係ではなかなか解決できないことから、行政の皆さんのご支

援が必要な場面が多々あることをご理解いただいき、意見交換させていただければと

考えている」と挨拶した。続いて道下議員から、「総務委員会に所属していることか

ら本日は同席させていただいている。総務省の皆さんの協力、また法律・制度面でも

立法府として大変重要と考えている。本日は対面でより良い意見交換にしていきた

い」とご挨拶をいただいた。 

以降、同省から以下の要求項目について、回答を受けた後、海員組合遠藤総合政策

部長、運輸労連坂井中央書記次長・入倉中央書記次長、全港湾鈴木中央執行委員長が

それぞれ発言し、質問および要請を行い、最後に道下議員から総括的なご挨拶をいた

だき、意見交換を終了した。 
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＜2024年政策・制度要求（総務省）＞ 

 

１．情報通信インフラの整備について 

 

２．洋上投票制度について 

 

３．船員税制確立への取り組みについて 

 

４．コンタミに関する課題について 

 

５．危険物貨物輸送の安全について 

 

６．フレキシブルバックによる危険物貨物輸送の禁止について 

 

以 上 

 


